
が 急に
増えています

◎多文化共生総合相談ワンストップセンターを つくった（2019年度）

◎「やさしい日本語」の 使い方の 本を つくった（2018年度）

◎いろいろな 言葉で 情報を 伝える 考え方を つくった（2021年度）

○日本に 長く いたいと 思っている 外国人は 74.8%

○家を 買った人が 増えた（34.4%）

○健康保険※1に 入っている人は 93.0%（会社の 健康保険に 入る人が 増えた）

○年金※2に 入っている人は 74.6%（会社の 年金に 入る人が 増えた）

○貯金をしている人は 36.3%（この中で、貯金が 100万円より 少ない人は 51.8%）

○介護保険制度※3を 使ったことがない人の 中で、この制度のことを よく知らない人は 39.2%

ブラジル 
9,546 
(36.5%) 

フィリピン 
4,186 
(16.0%) 

ベトナム 
3,601 
(13.8%) 

中国 
2,288 
(8.7%) 

ペルー 
1,774 
(6.8%) 

インドネシア 
1,149 
(4.4%) 

韓国 
1,039 
(4.0%) その他 

2,582 
(9.9%) 

総数：26,288人 

国籍・地域別

永住者 
12,008  
(45.7%) 

定住者 
4,959  
(18.9%) 

技能実習 
2,197  
(8.4%) 

日本人の配偶者等 
1,438  
(5.5%) 

留学 
875  
(3.3%) 

永住者の配偶者等 
818  
(3.1%) 

家族滞在 
781  
(3.0%) 

特別永住者 
707  
(2.7%) 

その他 
2,505  
(9.5%) 

総数：26,288人 

在留資格別

（2022年8月31日のデータ）

（2022年8月末現在）
ねん　がつまつげんざい

《浜松市の 外国人の 数（国・地域で 分けたもの）》

《浜松市の 外国人の 数や 割合が どう変わったか》 《浜松市の 外国人の 数（在留資格で 分けたもの）》
（毎年12月31日のデータ）
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■日本語の勉強

■子供の教育

■大変なことが 起きたときの ための 準備

■仕事

■人の 数が 減ったり、お年寄りが 増えたため、働くことが できる人の 数が 減っている（2022年7,438万人➡2050年5,275万人）
■働く外国人が増えている
■いろいろな人が 一緒に 生活できる 社会を つくろうと している（SDGsなど）
■新型コロナウイルスが 広がったこと…仕事が なくなったり、給料が 減ったりして、生活が 苦しく なった人が 増えた
　　　　　　　　　　　　　　　 …日本に 住む 外国人が 減った
■デジタル化と DXが 進んだ
■気象災害（天気が 原因で 起きる 災害）がひどくなったり、増えたり している

2023年度～2027年度

増えています
26,288人

いろいろな国の外国人
87の 国と 地域から 来ています

長く 日本に 住む お年寄り

つくったところ：浜松市企画調整部国際課 〈2023年2月〉
　　　　　　　　〒430-8652 浜松市中区元城町103-2　TEL：053-457-2359
　　　　　　　　E-mail：kokusai@city.hamamatsu.shizuoka.jp 

※1：病気や けがのときに 払う お金を みんなで 助ける 保険

※2：年を 取って 働くことが できなくなったとき、生活に 困らないように お金を もらうことが できる保険

※3：年を 取ったり、病気や けがをしたりして、生活が苦しく なった人を 助けるための 保険

※4：昼に 学校へ 行くことが できない人が、夜 勉強することが できる 高校

※5：日本の 国籍を 持っていても、父か 母が 外国人の 子供など

今から 10年間で、

今いる 65歳以上の人の

2倍ぐらいの人が

新しく 65歳以上に
なるかもしれません

問題 浜松市の 外国人の 今の 暮らしについて

社会や 経済の 変化

浜松市の 今の 様子
◎：市のやったこと、数を 調べて 計算した データ など

●：第49回市民アンケート（2022年度）

○：2021年度に 浜松市の 日本人と 外国人の 考えを

　　調べたもの

～相互の 理解と 尊重のもと、創造と 成長を 続ける、ともに 築く 多文化共生 都市～

第3次

浜松市
多文化共生都市ビジョン

だい　　　　じ

は　ま　　ま　つ　　　　し

た　　　ぶ　ん　　　か　　　き  ょ  う　　せ　い　　　　と　　　　し

ねん　ど

そ う ご り か い そんちょう せいちょう つづ きず た ぶ ん か き ょ う せ い と しそ う ぞ う

ねん　ど

は ま ま つ し

く に がいこくじん

ち いきくに

ふ

にん

な が に ほ ん す

ねんかん

いま

いま

さいいじょう

さいいじょう

ひと

ばい ひと

あたら

ひと ふ

と し よ きゅう

ふ

き

が い こ く じ ん いま く

かんこく

た

ちゅうごく

こくせき ちいきべつ

そうすう にん

はままつし がいこくじん かず くに ちいき わ

とくべつえいじゅうしゃ

かぞくたいざい
た

えいじゅうしゃ はいぐうしゃとう

りゅうがく

にほんじん はいぐうしゃとう
ぎのうじっしゅう

ていじゅうしゃ

えいじゅうしゃ
ざいりゅうしかくべつ

そうすう にん

がいこくじん かず わざいりゅうしかく

ねん　がつ　にち

にん

にん

にん

にん

にん

にん

にん

はままつし がいこくじん かず わりあい か

は ま 　 　 ま つ 　 　 　し

まいとし　　がつ　にち

はまま つしきかくちょうせ い ぶ こくさい か ねん　がつ

はままつしなかくもとしろちょう

し ゃ か い け い ざ い へ ん か

は ま ま つ し い ま よ う す

ひと かず へ ふ はたら ひと かず へとしよ

はたら がいこくじん ふ

ひと いっしょ せいかつ しゃかい

しんがた

か すす

きしょうさいがい てんき げんいん お さいがい ふ

ひろ しごと きゅうりょう へ せいかつ くる ひと ふ

にほん す がいこくじん へ

ねん まんにん ねん まんにん

し　　　　　　　　かず　　しら　　　けいさん

だい　　かいしみん　　　　　　　　　 ねんど

　　 ねんど　はままつし　　にほんじん　　がいこくじん　　かんが

しら

たぶんかきょうせいそうごうそうだん ねんど

にほんご つか かた ほん ねんど

ねんどことば

にほん

いえ

けんこうほけん

ねんきん

ちょきん

かいごほけんせいど つか

ちょきん まんえん

ねんきん

けんこうほけんはい

はい はい

はい

か ひと

ひと

ひと

ひと

ひと

なか

なか せいど し

すく

ひと

ひと

ひと

ひと ふ

ふ

かいしゃ

かいしゃ

ふ

なが おも がいこくじん

じょうほう つた かんが かた

がいこくじん ひつよう じょうほう かんたん し

はままつし がいこくじん てつだ ちいき ひと きょうりょく

もんだい せいかつ くる あか う こども そだ としよ

てつだ がいこくじん にほん なが す

せいかつ

ち い き 　 　こうりゅう

し ご と

に ほ ん ご べんきょう

こ ど も 　 　 きょういく
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人が 増えて
います

はままつし

生活が 苦しく なったときや、赤ちゃんを 産んだり、子供を 育てたり、お年寄りになった

ときも 手伝わなければなりません。外国人が 日本に 長く 住むようになったからです。

➡外国人が いろいろな ライフステージで 必要な 情報を 簡単に 知ることが できるよ

　うにします。そのために 浜松市は 外国人を 手伝う 地域の 人たちと 協力します。

◎地域で 日本語の 勉強を 進めるための 考え方を つくった（2019年度）

○日本語を 話したり 聞いたりすることが 上手な 外国人が 多い

○漢字を 読んだり、日本語で 書いたりすることが 難しい 外国人が 多い

○日本語を 勉強する 理由は、「生活のため」が 70.7%、「仕事のため」が 56.2%

○日本語を 勉強したことがない 外国人は 20.9%

○日本語を 勉強したいと 思っている 外国人は 73.0%

問題

ちいき にほんご

にほんご

にほんご

にほんご

べんきょう すす かんが ねんどかた

かんじ よ か むずか おお

はな き じょうず がいこくじん

がいこくじん

がいこくじん

おお

べんきょう

にほんご べんきょう

がいこくじんおもにほんご べんきょう

せいかつ しごとりゆう

はままつし す あ べんきょう てつだがいこくじん にほんご

もんだい ところ にほんご きょういく
いろいろな 所や いろいろな レベルの 日本語の 教育

➡浜松市に 住む 外国人に 合った 日本語の 勉強を しっかり 手伝います。

◎公立小中学校に 通う 外国人が 増えた（2022年度：1,846人）

◎公立小中学校に 通う 外国人の 中で、日本で 生まれて 成長した 生徒は 68.0%

◎中学校を 卒業して、高校に 行く人は 80%以上（定時制高校※4に 行く人が 
　30%ぐらい）

◎外国人の 子供の 8.1%が 外国人学校に 通っている（2022年度）

○外国人の 親の 65.9%は、中学校を 卒業したら 日本の 高校に 行ってほしいと 思っている

問題

こうりつしょうちゅうがっこう

こうりつしょうちゅうがっこう

かよ がいこくじん

かよ がいこくじん なか にほん う せいちょう せいと

ふ ねんど にん

ちゅうがっこう そつぎょう こうこう

ちゅうがっこうそつぎょう こうこうにほん い

い いひと ひといじょう ていじせいこうこう

がいこくじん

がいこくじん おや

がいこくじんがっこうこども かよ ねんど

こども あ ほうほう べんきょう てつだ

がっこう しごと しょうらい いっしょ かんが てつだ

もんだい にほん なが がいこく も こども てつだす
日本に 長く 住んでいる 外国に ルーツを 持つ 子供※5を 手伝うこと

➡子供たちに 合わせた 方法で 勉強を 手伝います。

　また、学校や 仕事などの 将来について 一緒に 考えて、手伝います。

◎災害時外国人支援情報コーディネーターを置いた

○避難所（みんなが 逃げる 所）を 知っている人は 68.0%

○災害が 起きる 前に 準備してほしいもの

　…避難所などを わかりやすく 書いておくことは 62.2%、

　　早く 情報を 伝えることは 44.3%

○災害や 新型コロナウイルスについての 情報を 何を 使って 集めるか
　…インターネットは 74.1%、テレビや ラジオは 57.9%

問題

さいがいじがいこくじんしえんじょうほう お
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さいがい お まえ じゅんび
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じょうほう し
何も ないときに 災害のための 準備をすることや 大変なことが

あったとき すぐに 情報を 知らせること

➡大変なことが 起きたときのために しっかり準備します（災害のときの

　準備や 外国人に 分かりやすい 方法で 早く 情報を 伝えること）

■生活

●浜松市は、外国人と 日本人が お互いに 理解したり、交流したりすることが 

　できる まちを つくろうとしています。そのことに 満足している人は 13.2%です。

○自治会に 入っている 外国人は 35.6%

○「多文化共生」について 知っている人や 理解している 日本人が 増えた（66.8%）

○外国人と 会う 機会が ない人は 27.9%

○近所以外で、外国人と 交流が ない人は 68.1%

○外国人に 生活の ルールを 守ってほしいと 思っている人は 63.8%

○外国人が 増えると、まちが 元気になると思っている人は 21.0%

問題

はままつし がいこくじん にほんじん たが りかい こうりゅう
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はままつし す にほんじん こうりゅう きかい ふ

ちいき さんか てつだ

もんだい ちいき がいこくじん にほんじん
地域で 外国人と 日本人が うまく やっていくこと

➡浜松市に 住む 外国人と 日本人が 交流する機会を 増やします。

　また、外国人が 地域に 参加できるように 手伝います。

■地域・交流

◎浜松市外国人雇用サポートデスク（2020年度～）

◎外国人材活躍宣言事業所認定制度（2021年度～）

○物を 作る 仕事をしている人は 61.2%

○派遣会社（働く人を 他の 会社に 貸す会社）を通して 働く 人などが 増えた（39.2%）

○新型コロナウイルスの 影響で 仕事が なくなった人や 休まなければならない人が いました

問題

はままつしがいこくじんこよう ねんど

ねんどがいこくじんざいかつやくせんげんじぎょうしょにんていせいど

もの つく しごと ひと

はけんがいしゃはたらひと ほか かいしゃ かいしゃ とお はたらひと ふか

しんがた えいきょう しごと ひと ひとやす

がいこくじん かいしゃ はたら じぶん かいしゃ てつだ

もんだい はけんがいしゃ はたら ひと おお
派遣会社などで 働く人が 多いこと

➡外国人が 会社で 働いたり、自分で 会社を つくったりすることを 手伝います。

おも

じゅんび



大変なことが 起きたときのために しっかり 準備すること

いつもの 生活や いろいろな ライフステージで 必要な 手伝い

外国人が 活躍できるようにすること

いろいろな 日本語の 教育を 進めること

一番 関係がある 計画

浜松市にある いろいろなものを うまく 使って、地域で 活躍する 外国人を 浜松市に 迎えたり、
育てたり、協力したりします。地域を 元気にしたり、経済を もっと 良くしたりするためです。
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いろいろな 文化を 持つ人たちが 地域で 一緒に 生活するとき、みんなが わかる 言葉として 日本語を 
教えます。自立した 言語使用者 になれるように 日本語を 話すことが できるようにします。そのために、
地域・学校・会社など いろいろなところで、いろいろな レベルの 日本語を 教えることが できるように 
します。オンラインも 使います。日本語を 教える人も 育てて、活躍できる 機会を 増やします。

今まで してきた 生活や 教育の 手伝いを  もっと しっかりします。スマートフォンや インターネット
などの 情報の 技術を 使ったり、外国人を 手伝う 地域の 人たちと 協力したりします。外国人が 
いろいろな ライフステージで ほしい 情報や サービスを 簡単に 知ることが できるようにします。

気象災害や 地震が 起きたり、病気になる人が 増えたりしたとき、スマートフォンや インター
ネットを 使った 情報の 技術で 情報を 早く 伝えます。災害を 防いだり、災害のための 
準備をしたりするように 外国人に 教えます。災害のときに みんなを 助ける人を 育てます。

※DX（デジタル・トランスフォーメーション）…データと デジタルの 技術を 使って、仕事や 生活を 良くすることです。

①協働（4）

②創造（2）（3）

③安心（2）

①協働（4）

②創造（1）

③安心（2）～（4）

③安心（1）

せいかつ ひつよう てつだ

たいへん お じゅんび

進め方相互の理解と尊重のもと、創造と成長を続ける、ともに築く多文化共生都市将来 なりたい 姿

第3次 浜松市 多文化共生都市ビジョン
◆計画の 期間 ： 2023年度～2027年度　◆浜松市 総合計画の中の 一つの 計画
◆いろいろな ライフステージで みんなが 安心して 生活できるようにします。それから、外国人が もっと 活躍できるようにします。
　そして、いろいろな人と まちを 良くするために 多文化共生の 社会を つくります。

いろいろな人や グループなどと 一緒に やっていきます

①
協
働

②
創
造

③
安
心

（1）浜松市 全体で 計画を 進めます

（1）これから 大人になる人たちを 育てたり、手伝ったり します

（1）大変なことが 起きたときのために 準備します（災害や 病気など）

（2）いろいろな 文化や 考え方の 良いところを 使って、新しい 
　　文化や 役に立つことを つくる 活動を 手伝います

（2）お互いに 自分の 気持ちや 言いたいことを 伝えることが 
　　できるように します

（3）交流する 機会を 増やして お互いに 理解できるようにします

（4）いろいろな 文化や 考え方がある 地域の 活動を 手伝います

（3）いろいろな 文化や 考え方の 良いところを 使って 
　　地域を 元気にします

（4）他の まちや グループなどとの 協力を 進めます

（3）地域で みんなが 一緒に 生活するのを 手伝います

（4）安心な 生活を 続けることが できるように します

（2）多文化共生のための 教育を します

だ　い じ

すがた
そ う ご

（お互いを よく 知って 大切に しながら、新しい ものを つくって  成長を 続けます。みんなで 多文化共生の まちを つくります）
たが し たいせつ あたら せいちょう つづ たぶんかきょうせい

り か い そんちょう そ う ぞ う つ づ き ず た ぶ ん か き ょ う せ い と し

す す 　 　か た

ひ と

たぶんかきょうせい

い っしょ

はままつし　ぜんたい おこな こくない がいこく きょうりょくきょうりょく

せ いちょう
しょうらい

し た かは　ま ま　つ ぶ　ん き　ょ　う　 せ　い　　と　　　　し
けいかく　　 　きかん

ひと よ たぶんかきょうせい しゃかい

ねんど ねんど はままつし　そうごうけいかく

あんしん せいかつ がいこくじん かつやく

なか ひと けいかく

つ
か

じ
ょ
う
ほ
う

ぎ
じ
ゅ
つ

す
す

はままつし はままつし

そだ きょうりょく ちいき げ んき けいざい よ

つか ちいき かつやく がいこくじん むか

いちばん かんけい

きょうどう

そうぞう

あんしん

けいかく

がいこくじん かつやく

きょういくに ほ ん ご すす

じりつおし

せいかついま

がいこくじん てつだ ちいき ひと きょうりょく がいこくじんじょうほう ぎじゅつ つか

じょうほう かんたん し

きょういく てつだ

つか ひと そだ かつやく きかい ふ

きょうどう

そうぞう

あんしん

ちいき がっこう かいしゃ おし

げんごしようしゃ はな

ぶんか ひとも いっしょちいき せいかつ ことば にほんご

に ほ んご

に ほ んご

おしに ほ んご

あんしん

きしょうさいがい

ぎじゅつ つか しごと せいかつ よ

がいこくじん おし

つか じょうほう じょうほう はや つたぎじゅつ さいがい

さいがい たす ひと そだ

さいがいふせ

じしん お びょうき ひと ふ

き
ょ
う
　
　ど
う

そ
う
　
　
ぞ
う

あ
ん
　
　
し
ん

はまま つし ぜんたい

たぶんかきょうせい きょういく

けいかく すす こうりゅう きか い ふ たが りか い

たぶんかきょうせい

はままつこくさいこうりゅうきょうかい

たぶんかきょうせい よ れい し

きのう つよ

きょうりょく すすかんけい

ぶんか かんが かた ちいき かつどう てつだ

ぶんか

ほか きょうりょく すす

かんが かた よ つか

げ ん きち い き

お と な ひと

ぶんか

ぶんか やく た かつどう てつ だ

たいへん

たが じぶん き も い つた

お じゅんび さいがい びょうき

かんが かた つか あたらよ

そだ てつだ

ちいき いっしょ せいかつ てつだ

あんしん せいかつ つづ

（浜松市 全体で 行う／まちの みんなが 協力する／国内や 外国の 多文化共生の まちと 協力する）

計画①
【協働】

お互いを 認めて、
仲良く、一緒に
つくる まち

けいかく 計画②
【創造】

いろいろな 文化や
考え方の 良いところを
使って 新しい 文化や
役に立つことを
つくる まち

けいかく

そうぞう

ぶ ん か

かんが かた よ

つか

やく た

あたら ぶ ん か

きょうどう

たが みと

な か よ い っしょ

計画③

【安心】

みんなが 気持ちよく

生活できる まち

けいかく

あんしん

き　も

せいかつ

◆多文化共生に 関係がある いろいろな グループとの 協力を 進めること
◆浜松国際交流協会の ネットワーク機能を 強くすること
◆多文化共生の 良い 例を みんなに 知らせること

こども しぜん たぶんかきょうせい かんが かた も

がいこく

がいこく

も

も

こども

ひと

きょういく てつだ

せいしょうねんき しごと

てつだ

◆子供たちが 自然に 多文化共生の 考え方を 持つようにすること
◆外国に ルーツを 持つ 子供たちへの 教育を 手伝うこと
◆外国に ルーツを 持つ 人たちの 青少年期の 仕事などについて 
　手伝うこと

さいがいじがいこくじんしえんじょうほう

さいがいふせさいがい

さいがい じゅんび

ほうほう つか じょうほう つた

じゅんび

がいこくじん いっしょ せいかつ しゃかい さいがい ふせ ちから つよ

いま

◆災害時外国人支援情報コーディネーター※が リーダーになって、
　災害を 防いだり、災害のための 準備をすること
◆外国人と 一緒に 生活する 社会で、 災害を 防ぐ 力を 強くしたり、
　今より しっかり 災害のための 準備をしたり すること
◆いろいろな 方法を 使って 情報を 伝えること

に ほ ん ご べんきょう てつだ

つうやく ひと そうだん う ひと ふ そだ

ひと はたら

つか くに ことば に ほ ん ご

じょうほう

◆日本語の 勉強を しっかり 手伝うこと
◆通訳をする人や 相談を 受ける人を 増やしたり 育てたりして、
　その人たちに よく 働いてもらうこと
◆ ICTなどを 使って、いろいろな 国の 言葉や「やさしい日本語」で 
　情報を 伝えること

じょうほう そうだん ふ

ひつよう す びょうき びょういん

そだこども

ちいき せいかつ てつだ きょうりょく

あんしん

あんぜん こうつう

せいかつ じょうほう おし

じけん じ こ ふせ

とし と ざいりゅうしかく

◆いろいろな 情報や 相談できるところを 増やすこと
　（ライフステージで 必要なこと・住むところ・病気や 病院のこと・
　子供を 育てることや 年を取ったときのこと・在留資格など）
◆地域で 生活を 手伝ったりするところとの 協力
◆安心な 生活のために いろいろな 情報を 教えること
　（事件や 事故を 防ぐことや、安全な 交通のことなど）

ちいき

ちいき

ちいき

はたら

もんだい てつだ じょうほう おし

ちいき かなら おし

たが りかい すす しごと ひと そだ

◆地域の 問題が うまくいくように 手伝ったり、情報を 教えたりすること
◆地域の ルールや 地域で 必ず しなければならないことを 教えること
◆地域で お互いの 理解を 進める 仕事をする人を 育てて、
　その人たちに よく 働いてもらうこと

ぶんか げいじゅつ かつどう がいこくじん さんか

ぶんか かんが かた りかい たいせつ あたら

がいこくじん じぶん ぶんか し

◆文化や 芸術の 活動に 外国人が 参加しやすく すること
◆いろいろな 文化や 考え方を 理解して、大切にすることから、新しい 
　文化をつくること
◆外国人が 自分たちの 文化を みんなに 知らせること

こくない ほか きょうりょく すす

わ まなきょうりょく

たが おし

◆国内の 他の まちや グループとの 協力を 進めること
◆インターカルチュラル・シティと 協力して、分かったことや 学んだこ
　とを お互いに 教えること

がいこくじん かいしゃ はたら てつだ

がいこくじん はたら

ちいき がいこくじん じぶん かいしゃ てつだ

◆外国人が 会社で 働くのを 手伝うこと
◆いろいろな 外国人が 働きやすくすること
◆地域で 外国人が 自分で 会社を つくるのを 手伝うこと

こうりゅう おこな

ちいき こうりゅう ふ てつだ
◆交流イベントを 行うこと
◆地域での 交流を 増やすための 手伝い

ちいき がいこくじん さんか ふ　

がいこくじん がいこくじん てつだ きょうりょく

かんけい つよ

◆地域の グループへの 外国人の 参加を 増やすこと
◆外国人の グループや 外国人を 手伝っているグループとの 協力の 
　関係を 強くすること

こくさいりかいきょういく すす

たぶんかきょうせい りかい すす
◆国際理解教育を 進めること
◆多文化共生についての 理解を 進めること

つた

ぶんか

  とても大切な 計画
た い せ つ け い か く
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